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八尾市文化財課
　どうぞよろしくお願いします。今髙橋センター
長の方からご紹介ありましたけれども、自分が公
務員だということは信じられません。実はほかで
紹介していただくときは、私は河内のいっちょか
みという形で紹介をさせてもらうからなんです。
そういうことはさておきまして、資料１の「安中
新田会所屋敷 “旧植田家住宅” 復元整備基本構想」
を使いながら経過と今後の整備ということについ
て、若干説明をさせていただきたいと思います。
　一昨年の秋ごろ、資料１に書いておりますよう
に、土地約 450 坪と建物、今日午前中地元の方
に見ていただいた主屋・土蔵２棟などの建物、そ
れらに加えて、先程来河内木綿の話とか書籍の話
がございましたけれども、所蔵資料も一括して、
植田さんから市へご寄付をいただきました。
　まず古文書の方なんですが、安中新田関係と植
田家固有の文書あわせて約 25,000 点の解析につ
いては、現在関西大学の方で随時やっていただい
てますけれども、おそらく10年以上はかかると
考えています。今は特に安中新田関係の文書を中
心に調査をしていただいているところでございま
す。
　その中で、今日は皆さま方にお見せできなかっ
たんですが、宝永元（1704）年の大和川付け替
え後の約 7年後、正徳元（1711）年の安中新田
の絵図が見つかっています。この絵図は縦が 1.5
ｍ、横が６mぐらいあります。私どもの八尾市
立歴史民俗資料館の小谷利明学芸員が、新田の地
図としておそらく近畿で最大であろうと申してお
りました。この絵図には新田の区割りや小字など
いろいろ書いてございます。
　この絵図により、安中新田は、鴻池新田や八尾
の山本新田など個人の大きな家の方が開発した新
田とは異なって、大和川の付け替えのとき、植松
村の庄屋であった中務家、林家、辻田家などが持っ
ておられた古田と、慈願寺や久宝寺、安福寺が開
発した新田と合わせてできた複合新田であること
がわかりました。
　ほかに書画、掛軸、扁額、屏風などについては、
例えば、みなさんよくご存知で歴史に名を残した
人物のものでは、勝海舟の軸であるとか、富岡鉄
斎の扁額などがございます。点数は約 2,800 点
ございます。それから陶磁器類については、伊万
里焼・瀬戸焼等、2,100 点ほどございます。河内
木綿は、会場に展示している以外にもいろいろご
ざいまして、およそ 200 点あります。
　また、茶釜や茶せんなどのお茶道具も 250 点
ほどございます。既に明治期から大正期の間に、
家の中に茶室をつくっておられたことが今回の建
物調査で確認されています。現在の茶室構えや違
い棚以外に、以前の炉がきられていた痕跡が見つ
かりました。市太郎さんか一郎さんの時代に、学
問や商いなどでいろいろな人たちとの交流があ
り、ここでお茶を嗜んでおられたのかなと考えて
います。その他、昔のランプや長持、漆器などの
民具類が約 1,500 点、合計 30,000 点ぐらいの資
料を頂戴しております。
　そこで、私ども市といたしましてご寄附いただ
く時点で、やはり、このように貴重な文化財を如
何に歴史資産として活用するのかという命題も同
時にいただいたものと考え、自分がこのようなす
ばらしい事業を担当させていただくという嬉しさ
の反面、成功させなければならないという不安が
頭をよぎりました。
　でも、私は普段からどんなことでも好きになっ
て、自分のやれるだけのことを精一杯やれば結果
はついてくるものだと考える、世に言う “幸せな
やつ” でございますが、期待感にある程度の蓋を
し、冷静になって考え、今、みなさんご覧いただ
いている基本構想のように、まず、課題はなんだ
ろうかと抽出し、その上で、整備後の活用に係る
コンセプトづくりを行いました。
　手始めに、整備の課題として、周辺地域、計画
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地内、生活・環境の大きく３点を抽出し、「周辺
とのネットワークやアプローチ」、そして、「ゆと
りややすらぎ空間の創出」、「人にやさしい」等々
の命題をどう位置づけていこうかと考えてみまし
た。その結果導き出されたのが、その下段に書い
てあります基本理念でございました。
　私どもは、整備後の旧植田家住宅の位置づけと
して、「歴史や文化の継承」、「市民交流の活性化」
を最重点としつつも、やはり、課題の中にもあり
ますように、「周辺環境・景観に配慮」した、市
民の方々が「ゆとりとふれあいを実感」できる施
設にしようと決めました。
　そして、それらのことを満足する施設づくりに
は、生活の記憶を持つ「家」の保存に加え、地域
における人間の生活と環境を大事にすることが一
番求められるものだと考え、基本のコンセプトを
“エコミュージアム” とし、旧植田家住宅を整備
することにした訳でございます。
　そのようにして構想が出来上がり、いざ植田家
住宅の整備後の具体的な活用をどのようにしてい
こう、子供さんから大人の方までオールエイジン
グが楽しめる施設とはどのようなものなんだろう
と、ない知恵を絞ってみました。
　加えて、通常は所蔵資料まで頂戴しないことが
ほとんどなんですが、植田さんの場合は、貴重な
資料類も全部いただくことができました。そこで
昨年４月、単に文化財として家だけを見せるだけ
ではもったいないので、植田家の屋敷地の東側に
ある土蔵と同じような形で、土蔵風の収蔵庫兼展
示室を建てて、そこへ書画などの貴重な資料を保
管・展示しようかというふうに考えてみました。
　このようなことを言うと全部市で、もっと独り
よがりの考え方をすると、私がやったというよう
なことになりますけれども、構想や活用方策を創
り上げるにあたっては、植田さんをはじめ建築家
の方、デザイナー、音楽家と多くの市民の方、そ
して、旧知の大学の先生などのお知恵を拝借した
結果として、このようなすばらしいものができあ
がったんです。だから、私個人としては整備後の
運営も市民と協働で取り組めればと熱望していま
す。
　さて、話は少しそれますが、先ほど正徳元年の
絵図のお話をさせていただきました。当初植田家
の屋敷をいただいた時は、江戸時代の庄屋屋敷で
あると認識していたんですけれども、絵図では
現在の植田家の位置に会所屋敷と書いてございま
す。植田家が当地に来られたのはこれより 50年
より後のことなんですが、大和川が付け替えられ
た早い段階で、既に新田の会所屋敷だったという
ことがわかりました。
　大阪府下で現存している会所屋敷は、東大阪市
の鴻池新田会所、それから大阪市の加賀屋新田会
所と、大東市の平野屋新田会所の３ヶ所しかござ
いません。八尾についても、会所があったと考え
られるのは柏村新田と山本新田なんですが、いず
れも現存しておりません。その中で唯一現存して
いることから安中新田の会所屋敷跡として、平成
18 年 6 月 19 日付けで旧植田家住宅の所在する
土地を市史跡に指定しました。
　また、絵図とともに発見された当時の家相図か
ら、安中新田の会所屋敷の一部が現在の旧植田家
住宅に継承されていることが確認できましたの
で、同時に主屋、土蔵２棟、正門、控舎等を市指
定文化財といたしました。
　地元で貴重な文化財が見つかったということ
で、私どもも非常に喜んでおりまして、以降いろ
いろと活用をしていこうと考えています。それで
は資料２の「江戸時代安中新田会所屋敷 “旧植田
家住宅” の活用」をご覧ください。
　さて、植田家の土蔵の一部や主屋土間の梁組み
は大変古いものであります。近畿大学の櫻井敏雄
先生の調査では江戸時代後期以前のものだろうと
確認されています。一方、居間や座敷まわりは新
しゅうございます。江戸末の家相図で既に建築さ
れていたことは確認されていますが、その後、明
治・大正と大規模な改修が行われており、現在の
ものは昭和になってからの様式でございます。こ
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れらをどのように改修しようかといろいろ考えま
して、幕末までのものである会所と昭和の居間・
座敷の接点となるのが明治から大正の時代である
ので、改修の時代設定を明治～大正期にしようか
と考えています。
　先ほど藪田先生の方から「芋たこなんきん」の
話が出てきましたので、ちょっと私的な話ですけ
れども、「芋たこなんきん」の舞台である長屋に
私の嫁の母が今も住んでおります。ＮＨＫが来た
ときやはりと思ったのは、セットで使う空き家を
２，３日で昭和の住宅様式にされたんです。良き
時代のノスタルジーに浸れる空間が再現された訳
ですよね。
　そんなことも影響しているのか、修復後の旧植
田家住宅をご覧いただく際は、やはり皆さん方に
懐かしい時代を知っていただけるような、歴史が
未来へと伝え継がれるような復元整備をしていこ
うかと思っております。
　それで実際の活用なんですが、ただ単に文化財
として見ていただくということではなく、「みる」
「まなぶ」「あそぶ」「しる」「きく」と、いろんな
使い方をしようと考えています。一つは、旧植田
家住宅会所屋敷の継承建物や書画等の美術工芸品
を見ていただくこと、もう一つは、体験学習です。
　八尾市の市民憲章にも載っていますが、文化財
を大切にしましょうということで、子どもさんた
ちに、もし可能であれば、復元した釜屋でごはん
を炊いていただくとか、庭の草刈りでもしていた
だくとか、汗をかきながらいろんなことをしてい
ただくなど、当時の生活体験をしていただきます。
あるいは大人の方も含めて、現在八尾市立歴史民
俗資料館でやっている河内木綿の体験講座のよう
な形式で、資料館の方と連携して、講座を行いた
いとも思っております。
　先ほど髙橋センター長の方から「女性が来れば
男も一緒について来るやろう」というふうな話が
ございましたけれども、見取り図に新しい特別収
蔵庫兼展示室というのがございます。ここには植
田家に残る貴重な資料、古文書、書画、陶磁器類、
河内木綿といったものを、ある程度期間を限りな
がら、展示替えをしたいと思います。そういう形
で女性の方にも満足いただけるようにしようと思
います。
　これは私個人の考えですが、例えばクラシック
の夕べコンサートであるとか、落語会であるとか、
そういうのができればと思っています。またここ
は当然ながら市の施設ですけれども、そこに見学
に来られた方がゆっくりしていただきたいと考え
ています。お茶やお弁当を召し上がりながらゆっ
くりしていただいて、贅沢な気分が味わえる空間
にしていきたい、そういう思いで、今後活用を考
えていこうかと思っております。
　そういう夢物語がだんだんと現実化してきまし
て、現在最終の実施設計、いわゆる復元整備のた
めの設計をやってまして、この11月の中旬には結
論が出ます。その後実際の工事に移るということ
なんですが、役所の事業ですから、いろいろとす
るべき項目がございまして、整備が始まるのは来
年の７月ぐらいからになると思います。主屋・土
蔵等については、明治から大正時代の想定で復元
修理をいたします。収蔵品については、民具類は
土蔵１を改築した展示室に展示し、また、温湿度
管理が必要とされる貴重なものは土蔵風の新収蔵
庫兼展示室を建てまして、そこで展示いたします。
　私共八尾市の市制 60周年が再来年でございま
す。旧植田家の整備事業が市制 60周年記念の目
玉にできたことで、すんなり予算がついたという
経緯がございます。今日残念ながら、河内木綿
や書籍のごく一部しか見ていただけませんでした
が、その他膨大で貴重な収蔵品につきましては、
平成 21年春のオープン以降に、修復された新田
会所屋敷とともに皆様方にご覧いただこうと考え
ていますので、それまで期待してお待ちいただき
たいということで、私の話を終わらせていただき
ます。
